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安全性の高い食材や日用品を扱う生活クラブ生協の品

物を、組合員宅に配達する「そら」。第1回緊急事態宣言

が発出された時期、街から人が消え、代わりに宅配事業

者の仕事は感染の恐怖と隣り合わせで増加した。 

ライフラインをつなぐために 

朝の検温・手指の消毒・配達時のマスクの着用
も当たり前の日常風景となっています。今では、
配達方法もインターホン越しのご挨拶と置き配が
主流になっており、対面でのコミュニケーション
が取りにくくなりました。コロナが蔓延し始めた
2 年前は組合員も私達もひたすら接触を避け、見
えない恐怖でいっぱいでした。今でも個々に合わ
せた配達方法と丁寧な配達と対応に気を付けてい
ます。 
 
2020年度の生活クラブの利用率は前年度比112％
となり、2020 年 4 月から 5 月の 2 カ月間緊急事
態宣言が発令された時は、毎日お正月並みの荷量
でトラックの積込み作業に悲鳴をあげる毎日でし
た。特に一時的に品薄になったロールペーパーは
注文が殺到し、山のように積まれたロールペーパ
ーを見た時は心が折れそうになりました。でも物
流が止まってしまった東日本大震災の時とは違い、
注文された品物は生産者のみなさんのおかげでセ
ンターに届き、組合員のライフラインを繋いでい
くために懸命に配達をする毎日でした。注文した
ものが次週に、というあたりまえな事に感謝され
ることも多く、今でも日々の励みになっています。 
 
ワーカーズ「そら」の運営は月1 回の全体会議
で業務や運営についての報告や確認事項の共有を
しています。コロナ禍により、オンライン（Zoom）
でも参加できるようにして感染リスク削減につと
めています。これからも様々なことに柔軟に対応
して、メンバーで協力して信頼される配達を目指
していきます！              

坂本郁子 
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「むすび」は埼玉県障害者交流センター内で施設内食

堂を運営。 障害者交流センターは新型コロナ感染拡大

防止のため、全館閉鎖期間に入り、それに伴い施設内

のむすび食堂も営業休止となった。 

新たな事業展開で継続を 

コロナ禍では感染防止対策を行った上、営業時
間を短縮して再開しましたが、交流センターの利
用制限が続いており、利用者は極端に少ない状況
でした。当然食堂のお客さんも少なく、収入は伸
びません。「このままでは続けていけない…」。メ
ンバーにも重い雰囲気が広がっていました。 
そして 2度目の営業休止に。一年半の間で計10
ヵ月が休止期間でした。この間に何人かのメンバ
ーが脱退しました。残ったメンバーも様々な思い
や不安を感じていました。また、いつ再開できる
かわからない中で、再開準備を続けることも苦し
くなっていました。 
 
しかし、交流センターを訪れるお客さんに安心
安全でおいしい食事を提供したい、「おいしい」
と言ってくれるお客さんの笑顔をまた見たい気持
ちはありました。そのころワーカーズ・コレクテ
ィブ連合会食部門会議からむすびへの支援として、
冷凍惣菜ハンバーグをむすびが作り仲間のワーカ
ーズに販売する提案がありました。7 月から2 度
目の営業を再開しましたが、コロナ前のような利
用高は見込めるはずはなく、収入を補う新事業を
展開する必要がありました。私たちは冷凍惣菜の
製造販売を行うことにしました。また、連合会の
支援金で冷凍ハンバーグを始める資金も確保でき
るようにもなりました。 
 
営業再開だけでなく冷凍惣菜の事業を開始する
ことで、メンバーの気持ちも徐々に前向きになっ
てきました。運営の安定にはまだまだですが、新
しいメンバーも加わり、頑張っていこうと思って
います。              

盛迫由香

 
 
 
 
 

 

 


